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近
年
、
動
物
史
研
究
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
西
洋
史

を
例
に
と
れ
ば
、
二
〇
二
四
年
一
一
月
に
は
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
登

壇
者
で
も
あ
る
近
代
フ
ラ
ン
ス
史
研
究
者
・
貝
原
伴
寛
の
主
著
『
猫
を

愛
で
る
近
代　

啓
蒙
時
代
の
ペ
ッ
ト
と
メ
デ
ィ
ア
』（
名
古
屋
大
学
出
版

会
、
二
〇
二
四
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
学
界
の
内
外
で
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
。
続
く
二
〇
二
五
年
二
月
に
は
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
者
・
伊

藤
剛
史
が
『
近
代
イ
ギ
リ
ス
の
動
物
史　

歴
史
学
の
ア
ニ
マ
ル
・
タ
ー

ン
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
五
年
）
を
刊
行
し
、
動
物
史
研
究

の
隆
盛
を
改
め
て
印
象
づ
け
た
。

　

さ
ら
に
同
年
五
月
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
家
ピ
エ
ー
ル
・
セ
ル
ナ

の
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書L‘ anim
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）
の
邦
訳
『
共
和
国
に
お
け
る
動
物　

フ

ラ
ン
ス
革
命
と
動
物
の
権
利
の
起
源 

一
七
八
九
―
一
八
〇
二
年
』（
楠

田
悠
貴
・
三
澤
慶
展
・
山
本
佳
生
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
二
五

年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
セ
ル
ナ
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
研
究
の
国
際
的

拠
点
で
あ
る
パ
リ
第
一
大
学
パ
ン
テ
オ
ン
＝
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
校
教
授
で
あ

り
、
国
際
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
委
員
会
委
員
長
も
務
め
る
、
同
分
野
を
代

表
す
る
研
究
者
で
あ
る
。
そ
の
セ
ル
ナ
が
、
こ
れ
ま
で
社
会
経
済
史
や

政
治
史
を
中
心
と
し
て
展
開
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
研
究
に
動
物

史
の
視
角
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
こ
と
は
、
動
物
史
が
今
日
の
国

際
的
な
歴
史
学
界
に
お
い
て
重
要
な
研
究
潮
流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

象
徴
し
て
い
る
。

　

近
年
の
動
物
史
研
究
の
特
徴
の
一
つ
は
、
動
物
を
、
人
間
が
そ
れ
に

向
け
る
ま
な
ざ
し
を
人
間
自
身
へ
と
反
射
さ
せ
る
「
鏡
」
と
し
て
捉
え

直
す
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
は
言
葉
を
も
た
な
い
動
物
と
の
関

係
性
を
通
し
て
、
自
ら
の
存
在
や
あ
る
べ
き
姿
を
問
い
直
し
て
き
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
間
社
会
が
変
容
す
れ
ば
、
人
間
が
動
物
に
向

け
る
ま
な
ざ
し
や
両
者
の
関
係
も
ま
た
変
化
す
る
。
こ
の
観
点
に
立
て

ば
、
人
間
社
会
が
大
き
な
転
換
を
経
験
し
た
近
代
に
お
い
て
、
人
間
と

動
物
の
関
係
に
も
大
き
な
変
容
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
前
述
の
三
著
が
い
ず
れ
も
近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
期
を
対

象
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ

の
移
行
期
に
お
い
て
人
間
と
動
物
の
関
係
が
い
か
に
変
容
し
た
の
か
を

考
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
近
代
と
い
う
時
代
そ
の
も
の
を
改
め
て
問

い
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
、
本
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

「
動
物
と
人
間
の
近
代
史
―
猫
・
象
・
馬
―
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
日
本

史
・
東
洋
史
・
西
洋
史
の
各
分
野
に
お
い
て
動
物
史
研
究
を
牽
引
し
て

き
た
三
名
の
研
究
者
に
よ
る
報
告
を
企
画
し
た
。

　

第
一
報
告
は
、「
西
洋
動
物
史
の
軌
跡
―
猫
に
光
が
あ
た
る
ま
で
―
」
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と
題
し
て
、
貝
原
伴
寛
（
早
稲
田
大
学
）
が
お
こ
な
う
。
動
物
史
は
現

在
で
は
一
個
の
研
究
領
域
と
し
て
確
立
し
、
専
門
誌
を
有
す
る
ほ
ど
に

な
っ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
そ
う
し
た
活
況
を
呈
す
る
に
至
る
ま
で

の
研
究
史
を
、
西
洋
史
に
範
囲
を
絞
っ
て
概
観
し
た
う
え
で
、
研
究
の

一
例
と
し
て
、
報
告
者
自
身
が
取
り
組
ん
だ
研
究
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

　

動
物
は
近
代
歴
史
学
が
成
立
し
て
以
後
、
研
究
対
象
と
し
て
は
周
縁

的
な
位
置
を
占
め
、
作
家
や
獣
医
な
ど
の
愛
好
家
に
よ
る
著
作
の
対
象

と
な
っ
た
。
本
格
的
な
歴
史
学
の
研
究
が
現
れ
た
の
は
一
九
八
〇
年
代

の
こ
と
で
あ
る
。
英
国
の
キ
ー
ス
・
ト
マ
ス
の
『
人
間
と
自
然
界
』

（
一
九
八
三
年
）
や
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
ロ
ー
ル
の
『
動
物
の
歴

史
』（
一
九
八
四
年
）
と
い
っ
た
著
作
が
そ
の
嚆
矢
に
挙
げ
ら
れ
る
。
以

後
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
は
「
ア
ニ
マ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
的
な
問
題
関
心
が
英
米
で
隆
盛
し
た
。
人
間
社
会
に

お
け
る
動
物
観
の
様
態
や
動
物
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
従
来
の
研
究
と

は
異
な
り
、
そ
も
そ
も
「
人
間
」
と
「
動
物
」
の
差
異
が
歴
史
上
、
ど

の
よ
う
に
構
築
さ
れ
て
き
た
の
か
を
問
う
視
点
を
有
す
る
点
が
、「
ア
ニ

マ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
と
し
て
分
類
さ
れ
る
研
究
の
特
徴
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
米
国
の
歴
史
家
で
あ
る
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
リ
ト
ヴ
ォ
の
『
階
級

と
し
て
の
動
物
』（
一
九
八
七
年
）
と
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
キ
ー
ト
の
『
寝

室
の
獣
』（
一
九
九
四
年
・
未
邦
訳
）
が
、
一
九
世
紀
の
英
仏
社
会
で
の

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
の
自
意
識
の
形
成
に
お
い
て
動
物
が
果
た
し
た
役
割

を
論
じ
る
な
か
で
、
そ
う
し
た
視
点
の
萌
芽
を
示
し
、
後
続
の
研
究
に

範
を
示
し
た
。
二
〇
一
〇
年
代
以
後
は
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
で
支
配
的

で
あ
っ
た
表
象
論
へ
の
偏
重
を
批
判
し
、
実
在
の
動
物
を
歴
史
の
行
為

主
体
と
し
て
復
権
す
る
よ
う
努
め
る
研
究
が
顕
在
化
す
る
。
そ
う
し
た

論
調
を
フ
ラ
ン
ス
で
代
表
す
る
エ
リ
ッ
ク
・
バ
ラ
テ
は
、『
動
物
の
視

点
』（
二
〇
一
二
年
・
未
邦
訳
）
以
来
の
諸
著
作
に
お
い
て
、
伝
記
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
具
体
的
な
動
物
の
軌
跡
を
史
料
に
探
り
、
そ
の

行
動
の
解
釈
に
自
然
科
学
の
知
見
を
応
用
す
る
実
験
的
な
研
究
を
世
に

問
う
て
議
論
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

報
告
者
は
、
こ
う
し
た
動
物
史
の
展
開
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
猫
の

西
洋
社
会
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
変
化
を
、
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
を
舞

台
に
跡
づ
け
る
研
究
を
行
い
、『
猫
を
愛
で
る
近
代
』
と
い
う
著
作
に
成

果
を
ま
と
め
た
。
本
報
告
で
は
、
動
物
史
全
体
の
争
点
と
関
連
さ
せ
な

が
ら
、
そ
の
成
果
を
伝
え
る
。

　

次
に
、
第
二
報
告
は
、「
イ
ン
ド
・
ブ
ラ
フ
マ
プ
ト
ラ
渓
谷
西
部
に
お

け
る
象
の
貢
納
制
度
と
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
る
改
革

（
一
七
六
五
〜
一
八
〇
九
年
）」
と
題
し
て
、
溝
渕
智
咲
（
東
京
大
学
・

院
）
が
お
こ
な
う
。
一
七
六
五
年
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
は
、

ベ
ン
ガ
ル
太
守
下
の
既
存
の
行
政
機
構
を
介
し
て
ブ
ラ
フ
マ
プ
ト
ラ
渓

谷
西
部
の
徴
税
に
関
与
し
始
め
、
徴
税
業
務
の
掌
握
を
徐
々
に
進
め
た
。

元
来
、
こ
の
地
域
の
首
長
層
で
あ
る
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
層
は
、
象
狩
り

を
実
施
し
て
野
生
象
を
捕
獲
し
、
そ
れ
ら
象
を
税
と
し
て
ベ
ン
ガ
ル
太

守
に
貢
納
し
て
い
た
。
本
報
告
で
は
、
会
社
下
で
の
象
の
貢
納
制
度
の

形
態
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
、
会
社
に
よ
る
徴
税
制
度
改
革
が
人
間

と
野
生
象
の
関
係
を
変
化
さ
せ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
ブ
ラ
フ
マ
プ
ト
ラ
渓
谷
西
部
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン

ド
会
社
が
徴
税
の
た
め
関
与
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
る
一
七
七
二
年
以



3

前
、
ベ
ン
ガ
ル
太
守
・
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
層
・
ブ
ー
タ
ン
宮
廷
と
い
う

三
勢
力
が
象
の
貢
納
と
象
狩
り
を
組
み
込
ん
だ
政
治
秩
序
を
形
成
し
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
層
は
ベ
ン
ガ
ル
太
守
と
ブ
ー
タ

ン
宮
廷
の
双
方
に
臣
従
の
姿
勢
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー

ル
層
は
、
ベ
ン
ガ
ル
太
守
に
は
象
を
貢
納
し
た
一
方
、
ブ
ー
タ
ン
宮
廷

に
は
ブ
ー
タ
ン
人
に
と
っ
て
の
必
需
品
を
送
り
、
代
わ
り
に
象
狩
り
実

施
の
特
権
を
得
て
い
た
。

　

一
七
七
〇
年
代
か
ら
一
七
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
会
社
は
、
ブ
ー
タ

ン
宮
廷
と
の
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
従
来
の
政
治
秩
序
を
維
持
す
る
た

め
、
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
層
に
よ
る
象
狩
り
と
象
の
貢
納
の
継
続
を
認
め

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
会
社
は
、
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
層
か
ら

象
を
引
き
渡
さ
れ
た
後
に
発
生
す
る
餌
代
等
の
経
費
を
削
減
し
た
た
め
、

頭
数
不
足
や
健
康
状
態
の
悪
化
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
た
。

　

し
か
し
、
一
七
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
八
〇
九
年
ま
で
に
、
会
社
は

ブ
ラ
フ
マ
プ
ト
ラ
渓
谷
西
部
に
お
け
る
領
域
的
支
配
の
強
化
を
進
め
、

こ
の
一
環
と
し
て
一
七
八
八
年
、
象
の
貢
納
制
度
廃
止
と
税
の
金
納
化

を
命
じ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
徴
税
制
度
改
革
は
現
地
の
野
生
象
の
生

態
的
状
況
へ
の
適
応
性
に
欠
け
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー

ル
層
は
貢
納
用
の
象
を
目
的
と
し
た
大
規
模
な
捕
獲
を
行
わ
な
く
な
っ

た
の
で
、
野
生
象
の
獣
害
増
加
、
さ
ら
に
は
渓
谷
外
へ
の
活
動
域
拡
大

と
い
っ
た
悪
影
響
が
表
面
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
第
三
報
告
は
、「〈
愛
馬
〉
の
眼
差
し
―
近
世
か
ら
近
代
へ
―
」

と
題
し
て
、
杉
本
竜
（
桑
名
市
博
物
館
）
が
お
こ
な
う
。
馬
は
畜
力
、

輸
送
、
軍
事
な
ど
を
通
じ
て
、
人
間
社
会
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き

た
動
物
で
あ
る
。
社
会
性
を
有
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
員
輸
送
適
性

に
加
え
高
い
疾
走
能
力
と
い
う
動
物
学
的
特
徴
を
持
つ
馬
は
、
古
代
の

日
本
列
島
へ
渡
来
し
て
以
降
、
政
治
・
経
済
・
軍
事
の
基
盤
を
支
え
る

不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
た
。
本
報
告
で
は
、
こ
の
多
層
的
か
つ
流
動
的

な
馬
と
人
間
の
関
係
史
の
中
で
、
と
り
わ
け
近
世
か
ら
近
代
（
一
八
世

紀
か
ら
二
〇
世
紀
）
に
か
け
て
構
築
さ
れ
た
「
愛
馬
」
の
精
神
の
変
遷

に
つ
い
て
、
主
と
し
て
歴
史
学
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
。

　

近
世
に
お
け
る
〈
馬
へ
の
眼
差
し
〉
は
、
徳
川
綱
吉
に
よ
る
「
生
類

憐
み
の
令
」
に
象
徴
さ
れ
る
儒
学
的
あ
る
い
は
仏
教
的
思
想
を
背
景
と

す
る
愛
護
精
神
と
、
馬
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
南
部
藩
の
取
り
組
み
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
、
日
常
的
な
馬
と
の
接
触
に
起
因
す
る
愛
着
感
情
を

含
ん
で
い
た
。
こ
の
「
愛
馬
」
の
概
念
は
、
近
代
に
入
る
と
国
家
的
な

要
請
の
も
と
で
再
編
さ
れ
る
。
特
に
近
代
競
馬
の
成
立
は
大
衆
娯
楽
に

と
ど
ま
ら
ず
、
軍
馬
の
改
良
や
「
愛
馬
心
を
涵
養
」
す
る
た
め
の
強
力

な
装
置
と
し
て
機
能
し
た
。
国
家
総
動
員
体
制
へ
と
向
か
う
過
程
で
、

当
初
は
動
物
愛
護
的
で
あ
っ
た
「
愛
馬
デ
ー
」
は
、
昭
和
一
四
年

（
一
九
三
九
年
）
四
月
七
日
の
「
愛
馬
の
日
」
へ
と
変
遷
し
、
軍
事
目
的

の
要
素
を
強
く
し
て
い
く
。
こ
の
潮
流
は
、
映
画
『
馬
』
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
や
文
化
表
象
を
通
じ
て
重
層
的
に
展
開
さ
れ
、
国
民
を
巻
き
込

む
一
大
潮
流
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
取
り
組
み
を
財
政

的
に
支
え
た
の
は
競
馬
収
益
の
財
源
化
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
展
開
し
た
「
愛
馬
」
の
精
神
は
、
戦
地
で
斃
れ
た
馬
を

悼
む
「
軍
馬
慰
霊
碑
」
に
代
表
さ
れ
る
「
慰
霊
」
に
も
色
濃
く
表
れ
て

い
る
。
の
ち
に
「
愛
馬
の
日
」
は
秋
分
の
日
の
動
物
愛
護
行
事
へ
、
四
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月
七
日
は
「
軍
馬
・
軍
犬
・
軍
鳩
合
同
慰
霊
祭
」（
現
在
は
四
月
第
一
日

曜
日
に
実
施
）
へ
と
〈
愛
護
〉
と
〈
慰
霊
〉
が
形
を
変
え
つ
つ
継
承
さ

れ
て
い
く
。

　

馬
と
人
間
の
関
係
史
の
解
明
は
、
単
な
る
動
物
愛
護
の
経
緯
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
動
物
と
い
う
媒
介
を
通
じ
て
、
そ
れ
を
取
り
巻

く
人
間
社
会
の
構
造
や
価
値
観
の
変
容
、
さ
ら
に
は
国
家
権
力
と
民
衆

の
精
神
変
容
を
解
明
す
る
た
め
の
重
要
な
指
針
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

り
、
本
報
告
は
そ
の
一
端
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

三
名
の
報
告
者
は
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
と
い
う
共
通
の
時
代

を
舞
台
と
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
猫
、
イ
ン
ド
に
お

け
る
象
、
日
本
に
お
け
る
馬
に
焦
点
を
当
て
、
各
地
域
に
お
い
て
人
間

と
動
物
の
関
係
が
い
か
な
る
変
容
を
遂
げ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
こ
れ

ら
の
報
告
が
示
す
よ
う
に
、
動
物
史
は
感
情
史
、
メ
デ
ィ
ア
史
、
帝
国

史
、
環
境
史
、
軍
事
史
な
ど
、
多
様
な
研
究
分
野
と
交
差
す
る
開
か
れ

た
研
究
領
域
で
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
歴
史

学
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
、
新
た
な
視
座
を
提
供
す
る
機
会
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

　

ま
た
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
は
学
術
的
な
側
面
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
近
年
、
人
間
と
動
物
の
関
係
は
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に
お
い

て
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
わ
が
国
で
は
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
を
背
景
と
し
て
猫
の
飼
育
数
が
犬
を
上
回
り
、
そ
の
差
は

拡
大
を
続
け
て
い
る
。
他
方
で
、
野
生
動
物
と
人
間
の
生
活
圏
の
接
触

が
増
加
し
、
熊
を
は
じ
め
と
す
る
野
生
動
物
と
の
共
存
の
あ
り
方
が
社

会
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
動
物
と
人
間
」
は
専
門
分

野
を
超
え
て
広
く
共
有
さ
れ
る
今
日
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
多
く
の

方
々
に
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。


